ＮＰＯ法人グリーンテクノバンク畜産草地部会セミナー
『新規マメ科牧草ガレガの普及にむけて』開催案内
長期化する穀物価格の高騰は濃厚飼料中心の酪農経営の存立を危うくしています。また、穀類中心の酪農は草食動物である乳牛の代謝病を誘発し、生涯乳生産の低下をもたらしています。環境保全の観点からも、土地に基盤をおいた土－草－牛という環境負荷が少ない資源循環・持続型酪農が求められています。
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平成１４年に優良品種となった新規マメ科牧草ガレガは、
栽培面では基幹イネ科牧草チモシーとの混播適性の高さと
優れた永続性、飼料としてはマメ科牧草の持つ高栄養性、
環境面では化学肥料節減効果をもち、自給飼料を軸におい
た酪農発展に向けた新しい粗飼料として期待されています。
これまでに基本的な栽培管理技術は開発されていますが、
今回のセミナーでは、ガレガの一層の普及を目指し、安定
生産の基礎となる秋期の刈取り危険帯の生理学的研究、ガ
レガを実際に活用している酪農家の事例、そして栄養面か
らみたガレガについて紹介します。
日　時：平成20年3月13日（木）13：30～17：00　
場　所：R&B札幌大通りサテライト・セミナースペース
　　　　札幌市中央区大通り西５丁目８番地 昭和ビル１階（地下鉄大通駅１番出口直結）
　　　　　電話011-219-3359　

参加費：無料
主　催：ＮＰＯ法人グリーンテクノバンク,北海道農業研究センター
13：30－13：40　　主催者あいさつ
13：40－14：25　○ガレガの刈取危険帯等に係わる栽培生理特性
山本紳朗氏（帯広畜産大学）
14：25－15：10  ○ガレガの先駆的な導入事例
塚田健一氏（十勝郡浦幌町、酪農家）
水上志穂氏（十勝農業改良普及センター十勝東部支所）コメンテーター
15：10－15：25　　休　　憩　
15：25－16：10　○ガレガの飼料成分
青木康浩氏（北海道農業研究センター）
16：10－17：00　○総合討論
　　　　　　　　　司会：高橋俊氏（北海道農業研究センター）
申込み締切：平成20年2月29日(金)
参集範囲：試験研究機関、北海道、大学、関連企業・団体
定　員　：３０名（定員になりしだい募集を締め切ります）
申込み先：ＮＰＯ法人グリーンテクノバンク　　TEL／FAX：011-210-4477
　　　　　　E-mail：gtbh@almond.ocn.ne.jp






